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北西太平洋におけるオナガザメの 1種ハチワレの生殖生

態

陳 哲聰 0留1 光明・張 永州
本論文 44(3):227-235

1984年 1月 からlo月 , 1992年 10月 から1994年 3月 ま

での間,台湾近海において合計 629尾のハチワレを採集
し,その生殖生態について調査を行った.

雄雌の性成熟に達する大 きさは各々全長 332.0-

341.lcm,270。 1-287.6cmで あつた.ま た,ハチワレ胎

仔は食卵型で,胎仔の発育段階を胎仔の形態と摂取す
る栄養に基づき,卵殻内での3段階,孵化後の3段階に

分けることができた.産出時の胎仔の大 きさは 135-
140 cm,胎 仔数は平均 2尾 ,胎仔の性比は1:1で あった.

入手したほとんどのメス成魚は周年妊娠 していることか

ら,妊娠期間の推定はできなかった.本種は少数の大型

の子を産むこと,お よび一定の交尾期と出産期をもたな
い, という生殖戦略を持つ。

(国立台湾海洋学院)

日本海におけるクロソイの初期生活史

永澤 亨・土門和子
イ丈許請がこ  44(3):237-248

各種ネット採集で得られた標本に基づいてクロソイ仔

稚魚の形態発育史を記載すると共に,分布,食性など
の知見を取 りまとめた.仔魚は脊索長約 5。4mm前後の

前屈曲期仔魚 として産出される.脊索後端の上屈は
5。6-7.5mmに 行われ,後屈曲期仔魚となる.変態は体長

約 13 mmで開始され,体長約 20 mmで 浮遊期稚魚とな
る.前屈曲期および屈曲期の仔魚は尾部の背・腹両面
および直腸部腹面の色素胞配列および類似仔魚と識別

できる.屈 曲期以降の仔稚魚は背面および側面に黒色素

胞が多く分布 し,表層生活への適応が示唆された.仔稚

魚は200m以浅の沿岸域に広く出現したが,本州沖合の

冷水域には出現しなかった.体長20 mm未満の仔魚は表
層で生活する.体長2040 mmの 稚魚でも主たる生虐、場
所は流れ藻のない表層であると推定されたが,流れ藻に

随伴する個体も多かった.ま た体長約 28 mmか らは底性

生活に移行 した稚魚も認められ,稚魚は表層 (流れ藻な

し),流れ藻,そ して底層と異なった3タ イプの生虐、場

所に出現することが明らかとなった.体長7mm未満の

仔魚は主にかいあし類ノープリウスを,20 mm未 満の仔

魚はカラヌスロかいあし類およびEソαルθ
“
θ〃
“
αηκJを主

体として摂餌 していたが,変態期以降は魚類卵・仔魚が

重要な餌量となっていた.特 に流れ藻に随伴 していた稚

魚は藻に付着するサンマ卵およびサヨリ卵を飽食してい

た例が多く認められた.こ のことから餌となる卵の集中

的な分布がクロソイ稚魚の流れ藻へ随伴する要因の一つ

であると推察された.

(永澤 :〒 951新潟県新潟市水道町 1-5939-22 日本海

区水産研究所 ;土門 :〒 046北 海道余市郡余市町浜中

町238 北海道立中央水産試験場,現住所 :〒 001札

幌市北区北24西 15,2-20)

ドジョウ科の1新種此
"θ
ルlialia″ ngaoルθ

“
sぉ の記載およ

びル
"θ
ルJ″ヵ属の種の検索

金 金秀・朴 鍾冷
本論文 44(3):249-256

韓國慶向北道の東海岸を流れる複数の河川集国にもと

づ き, ドジョウ科の新種燃θθたJ“ Jα ッθ鋸あた4sお (新

構,与サ子ア1)を 記載した.本種は同属の他魚種から以

下の点で識別できる。雄の胸鰭の基部に縮小骨質盤を持

ち,罷側下部には913本の横帯があり,鯉把数は13-14,

尾椎骨敷は 17-20,鱗 の中心域は廣い.此sθθ″
“
Jα属の

種の検索を示し,彼等の地理的分断分布について論議
を行った.

(〒 561-756大 韓民國全羅北道全州市徳津洞 全北大學
校自然科學大學生物學科 )

ヤマノカミの卵および仔稚魚

竹下直彦・鬼倉徳雄・松井誠-0木村清朗
本論文 44(3):257-266

水槽内で産卵させたヤマノカミの卵を飼育し,卵内発

生と仔稚魚の形態を記載 した.卵 は淡赤黄色を呈 し,
直径 1.98-2.21 mmで多数の油球をもつ.水温 2.3-H。 3°C

において,産卵後 30日 で孵化した。孵化直後の仔魚は

脊索長 6。 9-7.3mmで ,筋節数は9-10+25-26=34-36,

直径約 0。4mmの単一の油球を備えていた。孵化後 5日
で脊索長 8.2-8.4mmに なり,卵黄をほぼ吸収し終え,胸

鰭鰭条数が16-17に達 し,頭頂棘,頸棘,前鯉蓋棘が認
められた.孵化後 H日 で脊索長 8.9-9.5mmに なり,油
球が消失 し,上擬鎖棘が形成された.孵化後 15日 で脊
索長 9.7-10.3mmに なり,脊索の上屈が始まった.孵化

後 20日 で体長 10,7-10。 9mmに なり,後側頭棘が出現 し

た.孵化後 23日 で体長 12.卜 13。 7mmに なり,第一背鰭

棘数 (Ⅵ I―VIII),第二背鰭鰭条数 (18-19),臀 鰭鰭条数
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(16-18)が定数に達 した.孵化後 27日 で体長 13.8-
15。 8mmに なり,腹鰭 (I,4)が形成され,頭部と体側に黒

色帯が出現 した。孵化直後の仔魚は水槽の表層を遊泳

したが,油球吸収後中層を遊泳し始め,稚魚期に着底
を開始した。

(竹下 :〒 759-65下 関市永田本町2-7-1 水産大学校

生物生産学科 ;鬼倉・松井 :〒 811-33福 岡県宗像郡

津屋崎町2506 九州大学農学部附属水産実験所 ;木

村 :〒 813福岡市東区香椎 4-2-24)

ハタの初期飼育はどうして難しいのか ?:チ ャイロマル

ハタ仔魚の摂餌に関する骨格形成からのアプローチ

河野 博・ リザーオルドニオ アギラー・
大野 淳・多紀保彦
本論文 44(3):267-274

ふ化直後から242.5時間後までのチャイロマルハタの

回腔を形成する骨要素の発達を調べた。基本的な要素

は,開口時 (ふ化後 54時間)ま でには出現した.しかし

その後,開 口後 165時 間までは,下鯉弓と頭部の二,三
の骨要素を除いて,摂餌に関する骨要素は出現しなかっ

た.骨要素の新規出現とすでに出現していた軟骨の化骨

は開口後 165時 間以降に見られたが,すべての骨要素の

出現と化骨の開始は本研究の範囲 (開 口後 188.5時 間ま

で)では観察できなかった.口腔を形成する骨要素の形

態と出現様式に基づくと,チ ヤイロマルハタ仔魚の摂餌

様式は,アカメ型 (“sucking/grasping")で あると推察され

た。 しかし各骨要素の出現と化骨化は遅 く,本研究で
は,suckingか らgraspingへ の移行期は観察されなかっ

た.こ のような,ゆ っくりした摂餌関連骨格の発達は,
ハタ類の仔稚魚飼育が難しいことの一因であると考えら

れた.

(〒 108東京都港区港南4-5-7 東京水産大学 ;ア ギラー

現住所 :フ イリピン大学ヴイサヤ校 ;多紀 現住所 :〒
171東京都豊島区高田3-18-H システム科学コンサル

タンツ)

マイワシの骨格形成

松岡正信

本論文 44(3):275-295

マイワシの骨格系全般にわたつて,その発達過程を記

載した.ふ化直後の仔魚では,日は未形成で,軟骨や硬

骨組織は全 くなかった。ふ化後 53時間の仔魚 (4.2mm

NL[脊索長])で頭部骨格が形成され始めた.ふ化後 77

時間の仔魚 (5.5mm NL)は 摂餌開始期に当たり,頭部

骨格と胸鰭支持骨の一部が形成されていた.lo.5mm
NLの仔魚では,尾鰭や背鰭の支持骨の一部が形成され

始めていた.椎体は 18-22.7mm SL(標 準体長)の間に

形成された.鯉紀は13mm NLで下鯉弓に初めて認めら

れ,鯉把上の微小突起は25.05 mm SLでごく僅かに形成

されていた.不完全神経間棘と背鰭第 1近担鰭骨の距離

(体長に対する%)は ,変態期における背鰭の前方への

移動に伴って次第に小さくなり,約 34mm SLで ほぼ一

定となった.こ の段階で,一部を除いて骨格系の基本構

造はほぼ確立した.ま た,60-70mm SLで歯骨の歯が完

全に消失 し,骨格系が完成した。以上の骨格形成過程
に基づいて,4期 8相 からなる発育段階を区分 した.

(〒 850長崎市国分町49 西海区水産研究所 )

日本初記録のメギス科の 1稀種スジモンニセスズメ (新

称 )

渋川浩一・岩田明久

匁豆幸風  44(3):297-301

石垣島および西表島の水深 18-20mか ら, 日本初記録

のPsθγグθε力Ю
“
おs″Jα″s Gill,Shao&Chen,1995ス ジモ

ンニセスズメ (新称)が採集された.本種は,い くつか
の計数,計量形質の組合せのほか,体側に多数の細い暗

色縦帯をもち,かつ尾鰭基部に半円形の暗色斑をもつこ

とにより,他のメギス科魚類から容易に識別できる。本

種はこれまで,稚魚 14団体を含む 3イ固体のみしか知られ

ていなかったため,今回報告する日本産の 6イ固体に基づ

いた詳細な記載をおこなった.

(渋川 :〒 108東京都港区港南4-5-7 東京水産大学魚

類学研究室 ;岩田 :〒 100東京都千代田区千代田 1-1

宮内庁侍従職 )

中国産タナゴ類 2種 Rあθル″sJなλ″および物
“
αルJα あlinαル

4りsの染色体におけるAg一NORsの変異

上田高嘉・益子宣崇・滝沢宏之 0赤井 裕・
石鍋寿寛・新井良一・伍 漢

匁三幸風  44(3):302-305

中国産タナゴ類 2種 R力θルγs′lg力′Jお よび物κα″α力J―

“
α
“
′鱈asについて核型分析を行った.嚢胚および成魚の

腎細胞から直接法による空気乾燥標本を作製し,通常
のGiemsa染色および銀染色を行った.染色体数ならび

に染色体構成は両種とも同じで,2n=48,28M一 SM+20

ST―Aであつた。Ag一NORsを もつ染色体数とAgttNORs

の染色体上の位置については両種共に個体内変異が見ら

オt, R。 ′堪ヵ′Jは 1-5イ固, 2タ イIプ, ■乃J“α
“
′crZSは 0-4イ固,

3タ イプであった.AgttNORsの数が4個以上であること

および長腕端部のAg一NORsは , タナゴ亜科における初

記録である。R。 ′

`g力

″Jにおいて,成魚 (1-3個 ,1タ イプ)
より嚢胚 (1-5個 ,2タ イプ)の方が変異が大きかった理

由として,嚢胚の方がrDNAの発現が盛んであることか

ら,よ り多くのAg一NORsが観察されたと考えられる.
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なお,今回用いた成魚の腎細胞による染色体標本作
製法は,遠′亡ヽ分離,組織を刻む操作を必要としないこと

から標本作製中における細胞の損出が少なく,簡便かつ

優れた方法で野外実験に有用である.

(上田・益子 0滝沢 :〒 321宇都宮市峰町350 宇都宮

大学教育学部生物学教室 ;赤井 :〒 260千葉市中央区

青葉町955-2 千葉県立中央博物館 ;石鍋 :〒 239横

須賀市鴨居4-1120 観音崎自然博物館 ;新井 :〒 H3

東京都文京区本郷 7-3-1 東京大学大学院理学系研究

科生物科学専攻 ;伍 :上海水産大学 )

ガンテンイシヨウジにおける一夫―妻繁殖と性役割

渡部諭史・渡邊良朗・沖山宗雄

史三幸風  44(3):306-310

浜名湖において採集 したガンテンイシヨウジ〃″―

ρJε乃′″s′θ4Jε J′′″sの繁殖行動を水槽内で観察した.雄 2

尾と雌4尾 を収容したところ,2組のペアがそれぞれ3回

繁殖を繰 り返した.雄 は自分と似た大きさの雌とペアを

形成し,よ り大きな雌 2尾は繁殖できなかった.ペアは

産卵前のみでなく雄が育児嚢に卵を抱えて産卵が不可能

な期間中でも求愛行動を行った.ペアを異なる水槽に一

晩隔離して翌朝同じ水槽に戻すと,必ず雄がもとの配偶

者に対して求愛行動を開始した.以上の観察結果から,
本種は一夫一妻であり,他の複婚的ヨウジウオ類で知ら
れているような求愛における性役割 (sex rOle)の逆転は生

じていないと考えられた.

(〒 164東京都中野区南台 1-15-1 東京大学海洋研究

所資源生物部門)

アフリカ東岸産コニベ属魚類 2種の同定

佐々木邦男

匁三幸長  44(3):311-315

ニ ベ 科 コ ニ ベ 属 の 2種 ,カカηJzs α
“
わ″εリカαルS

(BleCker)と エカSS“
“
JθrJ(Cuvier)は 南アフリカ共和国から

インドにかけての沿岸域に広 く分布すると考えられてい

る.ア フリカ東岸と他の海域から得られた標本を比較し

た結果,ア フリカ東岸産の`ソ α
“
bレθリカαルS"はエルsθθ′_

J″θα″s(von BOnde)に , `りldり ss夕
“
JθrJ"は エグθrsα′ぉ (PC‐

ters)に 同定されることが明らかになった.ェルSCθ′J4θα″s

はェα
“
bレευttα JνSと 胸鰭条数,側線上方・下方鰭数お

よび第 1背鰭の高さが異なる.工 あ浴α′Jsは工あγss夕
“
―

JθrJと 第 1背鰭の鱗の有無,側線上方・下方鱗数および

眼径で区別される.エルsθθ′Jηθα′夕sはェα
“
b″θυttαルsの

工あrsα′Jsはエルssν
“
Jθ rプのジュニアシノニムとされてき

たが,両種はともに有効である.エルscθ′Jκθα′夕sはモザ
ンビク,南 アフリカ共和国およびマダガスカルの沿岸に,
工あrsα′おはケニアから南アフリカ共和国にかけての沿岸

とマダガスカルの周辺に出現する.一 方 ,工 α
“
bヶ―

θ響力αルsと エルss"“ jθrjはパキスタン以東にしか出現 し

ない.したがって,不連続な分布を示す相互に類似 した

2種が,2組存在することになる.

(〒 780高知市曙町2-5-1 高知大学理学部生物学教
室 )

メジナ科魚類 GlttJJa″ 銘滋αにみられる卵巣と腸管の特

殊な位置関係

神田 優・山岡耕作
匁ヨ幸艮  44(3):316-318

日本産メジナ科魚類オキナメジナ GJ″肋
“
クJκαの卵

巣と腸管との特殊な位置関係を明らかにした.本種は,
巻きの中心が体軸前方の左右に2箇所と左後方の 1箇所

の大きく3つ に分かれた極めて長い腸管を有し,卵巣が

腸管に取 り囲まれ,腸管の中心部に位置する構造を示し

た.こ の様な位置関係は魚類の中では報告例がなく,本

種に特徴的な形質だと考えられる.

(神 田・山岡 :〒 781-11高 知県土佐市宇佐町井ノ尻
194 高知大学海洋生物教育研究センター)

東アジア産ササノハベラ属魚類の分類学的再検討

馬渕浩司・中坊徹次

本論文  44(4):321-334

従来から種内多型が示唆され,標準和名でササノハベ

ラ,学名でRθ夕あ′αbr"sヵ″
“
Jε

"S(HOuttuyn)と
呼ばれて

いた種を,形態的特徴の比較に基づいて分類学的に再検

討した.その結果,全 く異なった2種が含まれているこ

とが半J明 したので,両種を詳しく記載し直した.学名と

しては,一方の種にはRθ夕あ滋br"s θθθttJ“
"s(Richard―

sOn)を適用するのが妥当であり, もう一方の種は新種と

することが妥当であると判明したので,Psθ
"グ
θ′αbr"s

sJθわθ″jと いう新学名を与えた。Rθ
"あ
わbr夕s丸″

“
jενS

(HOuttuyn)の原記載は,P.″ゎなJκθS夕Sと P.θθθttJκγsの ど

ちらの種とも一致せず,ま た日本産の他のベラ科魚類の

どれにも一致しなかった.さ らに,P.ヵ″ηjθ
"Sの
模式標

本は消失しており,こ の学名は現在のところ日本産のベ

ラ科魚類のどの種にも適用できないことがわかった.こ

れら両種は,主 として,1)体側上半分に多数の小白斑
がある (Po sJθbθ励),な い (Po θοθttJ′πs),2)眼の下縁を

通る褐色線が魚思蓋中央部までしか達 しないか, または,

胸鰭の上方を通過 し,体側中央部まで達する (前者 ),
胸鰭基底上部に達する (後者)と いう特徴で区別できる

ほか,い くつかの計数・計測形質でも異なっている.標

準和名についてはPo sJθ bθた力にホシササノハベラ,P。

θθθttJ″
“
sにアカササノハベラという新称を与えた.ササ

ノハベラという従来の和名はこれら2種のどちらに与え
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ても混乱を起こす可能性があるので,種 には与えず ,

おθzあルbr夕sと いう属名についてのみ残すことにした.

(〒 606-01京都市左京区北白川追分町 京都大学農学
部水産学科 ;中坊 現住所 :〒 606-01京都市左京区
北白川追分町 京都大学総合博物館 )

タンガニイカ湖産カワスズメ科魚類 2種,Xθ
“
θ″J′″ Jα

sttαおよびχ bθ
“
ル
“
gιガの分類学的再検討

高橋鉄美・仲谷―宏

本論文  44(4):335-346

アフリカ・タンガニイカ湖産カワスズメ科魚類の2種 ,

形 4θ′J′″ Jα s力ηα Boulenget 1899と ,こ bθ″θ4gθrブ (P011,

1942)は ,形態的に類似 し,分類学的に多くの混乱が見
られる.本研究では,模式標本を含む多数の標本をもと

に,両種の分類学的検討を行った.その結果χ sブ
“
αは,

臀鰭と胸鰭の軟条数が多いこと,尾柄部が太いこと,臀
鰭基底長が長いこと,そ して眼が大きいことによつて ,
X bθ″θ
“
rrJと 明瞭に区別できることが半J明 した.

(高橋・仲谷 :〒 041函館市港町3-1-1 北海道大学水

産学部生産基礎生物学講座 )

沖縄県宮城島後期鮮新世新里層から産出したキントキダ

イ科チカメキントキ属の新種 トゲメキントキのθルθルs

Ψttθ″βッ″αttS

昆 健志・吉野哲夫
本論文 44(4):347-356

沖縄県宮城島の後期鮮新世島尻層群新里層の砂質泥

岩から産出した化石 1イ固体に基づき,キ ントキダイ科の

新種 トゲメキントキのθルθルs ψJκθ′αθ7“α′傷Sを記載 し

た.本種は,現生種であるチカメキントキ C。 た″κJεπS

(CuViet 1828)に極めて近縁であると考えられるが,涙骨

前部に側方に向かう大きな棘があることで区別される.

本化石標本の成長段階および生虐、域は,現生同属魚類
における腹鰭長との比較により,底層遊泳段階の大型の

未成魚か小型の成魚であると考えられる.ま た,本種の

産出した層準の古水深は大陸棚斜面と推定されており,

現生種と化石種の生虐、深度は一致する.

(昆・吉野 :〒 903-01'中縄県中頭郡西原町字千原 1番

地 琉球大学理学部海洋自然科学科 )

北海道の渡島半島臼尻沖より得られたオシマオキカジカ

И餞燿αルs“零ふ
'の
稚魚

武藤文人・矢部 術 0尼岡邦夫
本論文 44(4):357-367

1991年から1993年に同海域の水深20-30mで ドレッ

ヂ採集によリオシマオキカジカИrた″θ′ルs49θわップの稚魚

24個体を得た.得 られた本種の仔稚魚は8.3-23.6mm SL

で,すべて鰭条が定数に達しており,前鯉蓋骨棘,頭部

側線系および頭部皮弁の状態に成長にともなう一貫した

変化が認められる.最小の個体においてもすでに眼下骨

棚の形成が見られ,成魚と同様の後方に細 く伸長する形

状を示す.8.3-10。 lmm SLで は前鯛蓋骨棘数は4本で頭

部皮弁は微小な眼上皮弁のみが認められ,頭部の感覚管
は浅い溝状で,体側の感覚管は全 く認められない .
14.1-20.Omm SLで は頭部側線系が完成 し,前鯉蓋骨第
2棘および第3棘は退縮する。20.8-23.6mm SLで は尾部

の側線溝もほぼ閉じ,本種の分類形質は一部の頭部皮
弁を除き完成した.本種の神経弓は8.3mm SLに おいて

は前方の34固が左右に開いている.14.lmm SL以 上では

これは最前部を残 して閉じる.こ の最前部の神経弓は

71.3mm SLの成魚にいたつても閉じていない.ま た透明

化と二重染色の結果,稚魚では成魚には見られない微小
な変形鱗が観察された。

(武藤,尼岡 :〒 041函館市港町3-1-1 北海道大学水
産学部生産基礎生物学講座 ;矢部 :〒 041函館市港町

3-1-1 北海道大学水産学部機能生物学講座 )

南ブラジル産カマス属 2種の初期発達

松浦康修・鈴木和子

本論文 44(4):369-378

南ブラジル南東部において採集された標本に基づい

て,2種 (勒″確θ
“
α ναεttαηεttθ及びS.ゎ

“
θ)の カマスの

稚仔魚の形態の発達過程を記載 した.発育初期の仔魚
の形態は似ているが,S。 ゎ

“
θの仔魚は小さな黒色素胞が

中脳部にあることと,一列の黒色素胞が腹中線に沿って

下顎からisthmusに かけてあることによつて,S.gπαεttα4-

6カθのそれと区別される.発育中期の S。 ゎ
“
θの仔魚はS.

g夕αε力ακεttθ のそれに比べて細長い体型を持っている.S.

′θ
“
θの仔魚の形態と黒色素胞の分布は,北大西洋の S.

bθ″αJお と似ており,一方,S.ναεttα
“
εttθの仔魚は,紡

鍾形をしていること,腹鰭が前方に位置すること,及び

尾部に黒色素胞の多いことから,S.bαttε z力 に似てい

る.しかし,前者は後期仔魚期及び稚魚期に肉質の突
起が下顎先端に存在することにより,後者から区別され

る.

(サ ンパウロ大学海洋研究所 )

日本産ササノハベラ属 2種の繁殖行動と生殖隔離

松本一範 0馬渕浩司 。幸田正典 0中坊徹次

本論文  44(4):379-384

ササノハベラRθ露あ′αbrasノ″θκJθZS(HOuttuyn,1782)

は,最近の形態学的研究により,ア カササノハベラP.
θθθttJκαs(Richardson,1846)と ホ シサ サ ノハ ベ ラ P.
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sたわθtt Mabuchi and Nakabo,1997,の 2種に分類されて

いる.それら2種が同所的に生虐、する四国の岩礁域で繁

殖行動を調査 した.両種とも,オ スは個体ごとに配偶な

わばりを持ち,その中でペア産卵を行った.ペア産卵は

同種間で行われ,異種間で行われることはなかった.こ

れは,形態学的に区別されている両種が生殖的に隔離さ
れており,生物学的種概念において別種であることを支

持する.両種の繁殖行動は酷似しており,同所的に,同

時期,同時刻に産卵が行われた。2種の体色および体サ

イズが異なっていることから,同種内での視覚的な配偶

者認知が,交配前隔離機構として働いていると推察 し
た.ま た,異種間でのストリーキングが 1例観察された
ため,交配後隔離機構についても議論 した.

(松本・幸田 :〒 558大阪市住吉区杉本 3-3-138 大阪

市立大学理学部動物社会学研究室 ;馬 渕 0中坊 :〒

606-01京都市左京区北白川追分町 京都大学農学部
水産学科 )

オーストラリア産のフサイタチウオ科の新属新種

町田吉彦

本論文  44(4):385-388

オーストラリア沿岸のアラフラ海 (9° 18′ S,133° 25′ E)の

水深 146mで トロールにより採集された標本 (51.6mm
SL,56.9mm SL)に 基づき, アシロロフサイタチウオ科フ

サイタチウオ亜科の新属新種助協 ゎけ′力J′θS αttψ″κS'S

を記載した.本属は額部と吻部にそれぞれ前方に向かう

小棘を備える.額部の棘は露出するが,吻部の棘は皮膚
で被われている。本亜科にはこのような2棘 を備える属

がこれまでに知られていない。また,本属は頭部に鱗が

ない,体側が鱗で完全には被われていない,主上顎骨の

後半部が拡張する,主鯛蓋骨の上方に小孔を備えた皮
弁がない,主鯉蓋骨に明瞭な棘がない,両顎に円錐歯が

ある,前鋤骨と口蓋骨に歯がある,第 1魚思弓の発達した

鯉紀は3本 ,腹鰭軟条数が 1,胸鰭基部が長く鰭条数は
16,尾鰭鰭条数が 12,鯉条骨数が 8,腹椎骨数が 15,

第6から第 12番 目の神経棘の先端部が平坦であることを

特徴とし,こ れらの形質の組み合わせによっても既知の

属と区別できる.

(〒 780高知市曙町2-5-1 高知大学理学部生物学教
室)

ヒラメ仔魚の相対成長

河村功―・細谷和海

本論文 44(4):389-398

ヒラメ仔魚の発育過程をモルフォメトリーの視点から

再検討した.ヒ ラメ仔魚の発育解析の新しい試みとして,

相対成長を改良したものと主成分分析を用いた極座標分

析の2つ を行った.相対成長では,成長指標として全長
の代わりにcentroid sレ eを 用いたところ,全長を用いた

従来の方法と比べ各形質の変化をより明瞭に追跡するこ

とができた.極座標分析ではヒラメ仔魚の発育において

2つの変化点が存在することが示された.こ れら2つの解

析結果をまとめると, ヒラメ後期仔魚の発育は4つの相

から構成されることが明らかとなった.変態という観点
からこれらの相に,それぞれ浮遊仔魚相,前変態仔魚
相,変態仔魚相,後変態仔魚相と名付けた.

(河村 :〒 51←01三重県度会郡南勢町中津浜浦 水産
庁養殖研究所 ;細谷 :〒 386長野県上田市小牧 水産
庁中央水産研究所 )

カレイロウシノシタ科の3α″ヶ θルα′″ル刑陸θ滋および

3。′θJJliの分類ならび 3α″ヶ θルα属の検討

Martine Desoutter・ Francois Chapleau

本論文 44(4):399412

本研究の目的は,i)深海性カレイロウシノシタ科魚
類の3αゎ′

"′
θα′/げィ″凌θθルおよびβ。′θ′′Jの分類を明ら

かにし,再 記載すること,ii)3.ルθ′θαおよびβ.ル _

rれ の分類を論 じること,お よび面)本属の単系統
性を調査することである.ほ とんどの調査可能なタイプ

標本を含む H54固体の標本は調査 された.3.′/ψι″清_

θθ′αとB.′θ′′プは頭蓋骨上方の背鰭担鰭骨複合体,背鰭
条数,尾舌骨の背枝と腹枝間の角度,お よび背鰭の最
終軟条の相対的な長さによって区別できる。また,両種
はウシノシタ科の中で形質の独特の特徴的な組み合わせ

を共有し,そ してそれらは姉妹群であると仮定される.
この研究はCηαrた〃α′θ

“
gお9"α
“
Jsお よび肋′θα grgθκJ

はBαわSθ′θα′09ικttθθルの新参同物異名である.紛失
した完模式標本の記載からのみ知られている3αゎ欄′θα

′αα
`α
はCabo vcrdc lslandsか らさらに標本が捕獲される

まではその有効性が保留される.胸鰭の糸状の形態およ

び腹腔と鯉腔の内側の暗色素胞の存在の二つの派生形

質によって本属は単系統群であるこ定義できる.だが ,
頭蓋骨上方の背鰭担鰭骨複合体の研究はマダガスカルの

沿岸の深海性固有種である3.″ν滋 および東大西洋

クレードβ。′切υ″″θθみ切。′θ′′Jはそれぞれ相互によりは

それぞれは他のウシノシタ科分類群と一層密接な関係が

あるらしいとする明瞭な証拠を提示している.ウ シノシ

タ科の再検討が完成するまで,上で述べたβαゎ犯′θα属
内にすべての種を入れておくことは適当である.本属の

種の査定の検索を提示した.

(Desoutter:パ リ自然史博物館 ;Chapleau:オ タワ大

学 )
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韓国から得られたガンギエイ科ガンギエイ属の魚類の新

種

鄭 忠勲・中坊徹次
本論文 44(4):413-420

韓国の南亜部沿岸の浅海域より刺し網で採集された全

長 735 mmの成魚の雌 14固体に基づいてガンギエイ科カ

ンギエイ属の新種R″αわκακαを記載した.この標本は,

12破片に分節されている肩帯の前担鰭軟骨の前端が吻

端 (吻端翼状軟骨)からかなり離れている ;頭蓋骨の吻

軟骨は基底に関節がなく,厚いが背面からみると細長 く,

糸状軟骨が吻軟骨の基底に付いている ;吻部の両側は肉

質で非常に厚い ;ロ ーレンチニ氏瓶は体盤腹面のほぼ全

域に分布 し,総排泄孔の後ろまで広がって分布する ;尾

部棘で大きなものは大部分前方に向き,小 さなものは大

部分後方に向き,第 1背鰭の直前と第 1と 第2の 背鰭間
に一群の肥大棘がある ;肩帯軟骨の前門橋がなく,後下

泉門は膨張している ;眼が大きい ;尾部は太く短い ;腹

椎骨は28個 ,背鰭前尾椎骨は57個 である ;新鮮な状態
で体盤背面の真中に縦に不定形の 1対 の大きな黒色紋

(中央部は灰色)があり, もう1対の黒色紋が胸鰭の腋部

にもある ;新鮮な状態で体盤の腹面は感覚孔,鰍孔 ,
総排泄孔,尾部の一部を除いて黒灰色である,等の特
徴を持つ .

(〒 601-01京都市左京区北白川追分町 京都大学農学
部水産学教室)

南シナ海産の3剛扇attι
“
滋
“
ルおι
“
J(アシロ科)の標本

町田吉彦・伍 漢霧・鐘 俊生・遠藤広光
史豆幸風  44(4):421-424

1982年に南シナ海北部の東沙群島近海で,中国南海

水産研究所の調査船第704南鋒号が トロールにより中深

層性のアシロ科オビアシロ属のBЮttθ″θκjα ttJθおθ刀′1個

体を採集した.本種はこれまで北・中米西海岸,ニュー

ギニア北部,バ ンダ海,ア ラビア海,西部インド太平洋

熱帯域で採集されており,本報告は太平洋における三番

目の記録となる.本標本の脊椎骨数および背鰭・臀鰭
鰭条数 (769101,76)は これまでのB.κ JθおθttJの種内変異幅

(6卜72,85-91,6ル 72)を大きく越えていることから,本
種の脊椎骨数および背鰭・臀鰭鰭条数にはかなりの地理

的変異があると考えられる.本種は中国沿岸からの初記

録であるため,新中国名納氏花髪馳鮒を提唱する.

(町田・遠藤 :〒 780高知市曙町2-5-1 高知大学理学

部生物学教室 ;伍 ・鐘 :上海市軍工路334号  上海水
産大学魚類研究室)

PJa夕
`9'λ
αルsα
“
ιrlicα
“
″s Sauvage,1878は G脇″

“
″Jliras

scαbιr(Linnaeus,1758)の新参シノニム

今村 央
史豆幸風  44(4):425-428

原記載以来,ほ とんど報告されたことがなかったコチ

科魚類のPルクευttαルSα
“
θrJεα
“
πsの完模式標本を再調

査した.その結果,本標本はすべての側線鱗に1本の小

棘と1イ固の感覚口がある,頭部背面に顆粒状突起がない,
4本の眼下骨棘がある,頬に感覚管がない,臀鰭軟条が

12本 ,鯉紀数が 1+5=6,眼 径がやや小さい (頭長の
20。2%),両眼間隔が狭い (頭長のH.4%)こ とが明らか
になった。これらの形質は西部太平洋と東部インド洋に

分布するGη
““"′

Jたs scαbθrと よく一致し,本標本とG。

scα bθrの間に顕著な差異は見いだせなかったため,P.
α
“
θrJεακ夕sは G.SCα bθrの新参シノニムであると判断し

た.原記載では,Po α
“
θrJθακttSの完模式標本はアメリカ

合衆国のポトマック川から採集されたとされているが,

コチ科魚類は西部大西洋には分布しないため,かつて指

摘されていたように,本個体の採集記録は誤りであると

考えられる.

(〒 031青森県八戸市鮫町下盲久保25-259 水産庁東
北区水産研究所八戸支所)


